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沖縄県宜野湾市に所在する嘉数高台公園には、「京都の塔」や「嘉数の塔」などの慰霊碑
が建立されている。これらの慰霊碑が建立された経緯や嘉数地区との関わり、慰霊祭の様
子、碑文翻刻などは、本研究室の既存現地調査報告の中で報告してきた（奥谷 2016a、2016b、
2017、2018、2019a、2019b）。しかしながら、碑そのものの調査報告については、その機
会を得ないままとなっていた。

そのため、令和６年度（2024 度）の沖縄現地調査では、嘉数高台公園に所在する慰霊碑・
記念碑のうち、「京都の塔」「嘉数の塔」「京都平安之碑」について、写真測量による実測をお
こなった。調査は令和６年 6 月 24 日午前に実施した。現地調査の参加者は下記のとおりである。
調査成果に基づき、地理学教室メンバー（王・廣野・藤田・山下）によって図化作業をした結
果が図１～図５である。
　現地調査参加者： 井上直樹・上杉和央・岸泰子・菱田哲郎（教員）、登谷伸宏（京都工芸繊

維大学教員）、向井佑介（京都大学教員）、岩井天・岡橋莉奈・崎浜七夏・樋上千翔（３回生）、
石川達葵・橋本唯・廣野勝・藤田尚希・山下悠衣奏（４回生）王一冰・大倉響稀・花尻千秋・
松岡茉陽琉・山内愛弓・横臼彩江（博士前期課程） 
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図２　「京都の塔」墓域　見取り概略図

図１　嘉数高台の慰霊碑配置概略図

図３　「京都の塔」写真実測図　（ 1 : 40 ）
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図 4　「嘉数の塔」写真実測図　（ 1 : 40 ）

図５　「京都平安之碑」写真実測図　（ 1 : 40 ）
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〈表紙・裏表紙の写真解説〉
　表　右上　小栗助次郎氏から小栗あきゑ氏へのはがき
　　　上　　前川定雄氏が沖縄から送付した郵便物袋
　　　左上　山内充氏が戦地で利用していたゲートル
　　　中央　沖縄京都の塔（宜野湾市嘉数）

　裏　中央　「京都の塔」実測トレース図


